
令和４年度の主な取組内容について
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■災害発生を想定した事前準備【公助】【全関係機関】

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの運用・検証及び改善に向けた見直しの検討
＿（PDCAサイクルによるブラッシュアップ）、整備、多機関型タイムラインの拡充

〇菊池川流域を対象に、避難情報、トリガー情報、各機関の行動計画等をまとめた菊池川流域

タイムライン（案）の作成を行った。
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詳細は、資料2‐1参照



■各自治体が広域的に連携できるための仕組みづくり【全関係機関】

○合志市・大津町の情報、水位周知河川以外の想定最大規模洪水浸水想定区域、想定最大規模

の高潮浸水区域の情報を追加するなど、広域ハザードマップの更新を行った。

■熊本県北地域全体の自然災害による被災履歴等災害情報を表示した広域ハザードマップの検討、作成
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○各自治体の防災イベントへの参加や、地域住民や消防団等を対象とした、防災講習や体験型

防災講座を実施した。

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施
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■水防学習・教育の推進 【菊池川河川事務所】

令和４年６⽉【対象者：菊池市七城町地域住⺠】

令和４年９⽉【対象者：⻑洲町消防団⼥性消防隊】

令和４年６⽉【防災フェア（主催：熊本市植
⽊町⽥底校区）】

令和４年１１⽉【城北⾼校防災のつどい
（主催：⼭⿅市私⽴城北⾼等学校）】

令和４年８⽉【あらお防災フェスタ（主催：
荒尾市）】

令和４年１0⽉【第35回⾦⿂と鯉の郷まつり
防災フェア（主催：⻑洲町）】



○流域治水の取組の更なる推進を目的に、菊池川河川事務所、熊本河川国道事務所、八代河川

国道事務所で「くまもと流域治水プロジェクト」のパンフレットを作成中。

今後、熊本県も含めてパンフレットを活用した流域治水の啓発活動を実施する予定。

■「くまもと流域治水プロジェクト」の住民向けパンフレット作成・啓発活動
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■流域治水プロジェクトの推進 【菊池川河川事務所、熊本県河川課】

詳細は、資料2‐2参照



元玉名地区河川防災ステーション

■防災情報提供を支援するハード整備【菊池川河川事務所、玉名市】

○洪水時の水防活動や緊急復旧活動を行う拠点となる「河川防災ステーション」の整備を玉名市と連携し

進めている。

■浸水被害を最小限に抑えるため、迅速な水防活動及び緊急復旧活動を行う拠点となる河川防災拠点等の検討、整備
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※今後、詳細な設計等を実施により、実施内容を変更する場合があります。

元玉名地区

位置図

施設配置平面図（案） 整備イメージ

備蓄資材置場 ヘリポート

水防センター

水防センター備蓄資材置場

ヘリポート

備蓄資材置場

備蓄資材置場



■水防学習・教育の推進 【熊本県危機管理防災課】

■防災に関する継続性のあるイベント等の企画、実施

〇「くまもとマイタイムライン防災教育サポート事業」を玉名市立伊倉小学校、菊池市立七城

中学校・菊池南中学校や熊本県立ひのくに高等支援学校などの県内の小学校・中学校・高等

学校・特別支援学校（計20校）で実施。

〇くまもとマイタイムライン専用WEBサイトでの公開や市町村における出前講座、学校での防

災授業等で活用する作成支援動画も制作（令和4年10月）。

マイタイムライン専用WEBサイト、作成支援動画
（山鹿市②）（菊池市）

防災教育サポート事業 火の国ぼうさい塾

（合志市） （山鹿市①）
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■各自治体が広域的に連携できるための仕組みづくり【避難計画】【熊本県危機管理防災課】

■下流部の洪水氾濫、高潮災害、土砂災害等における安全な避難の実施に向けた広域避
難計画の検討、整備

○市町村の大規模水害等に関する広域避難の実施に向けた市町村の体制づくり等が円滑に行わ

れるように、市町村向けの「大規模水害に関する広域避難計画作成モデル」を作成し、市町

村へ配布。

検 討 会 の 様 子

〇「大規模風水害等からの広域避難
の手引き」を作成・市町村へ配付
（令和3年度）。

○広域避難に関する先行事例の収集。

〇熊本河川国道事務所、気象台等か
らのご意見を踏まえ、広域避難の
実施基準（案）を検討。

〇検討結果を踏まえ、市町村向けの
「大規模水害に関する広域避難計画
作成モデル」を作成・市町村へ配布

（令和4年度）。

「大規模水害に関する広域避難計画作成モデル」（イメージ）
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■高齢者等の災害時要配慮者を対象とした避難確保計画の作成、訓練の検討、実施

県ホームページ（防災情報くまもと）の改修内容 YouTubeで動画公開

地点をクリックすれば、浸水の原因と
なる河川ごとの浸水深が確認可能

■災害発生を想定した事前準備【共助】【熊本県河川課】

【全県的な取組み】

○県内全ての要配慮者利用施設が早期に避難確保計画を作成するよう、施設管理者を対象に

以下の取組を実施。その結果、本県の計画作成率（洪水）は2.9％（H31.3月）から94.3％

（R4.9月）に向上。100％となるよう市町村と協力して取組中。

① 避難確保計画作成講習会の開催

② 講習会に参加できなかった施設に向けて、計画作成支援動画を作成し、Youtubeで公開

③ 施設が容易に自施設の浸水深を確認できるよう、県ホームページ（防災情報くまもと）

を改修
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■出水期前のホットライン訓練（洪水・土砂災害）など、関係機関が連携した定期的な水防訓練の実施

演習シナリオ（抜粋）

取組状況の写真・図等

■災害発生を想定した事前準備【共助】 【熊本県河川課】

○毎年、出水期前に県管理河川における出水時の情報伝達訓練を実施

○令和４年度は合志市を流れる堀川について、同市と訓練を実施
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■各機関のこれまでの主な取組について

取組内容 関係機関名

ＬＩＮＥを利用した情報伝達手段の検討 熊本市

多言語の防災情報カードの作成 熊本市

外国人向け防災訓練の実施 熊本市

スマートフォンで防災情報を確認できるようにＱＲコードを記載した啓発チラシを作成 熊本市

防災シンポジウムの実施 熊本市

地域防災活動の優良事例集作成 熊本市

民間企業と連携した一時避難所の検討・協定締結
熊本市、荒尾市、長洲町、菊池市
玉名市

防災情報システムおよび情報伝達システムの導入・運用開始 荒尾市

地区防災計画づくりの支援 荒尾市

内水浸水対策の検討 荒尾市

防災情報等のメール配信サービス（愛情ネット） 荒尾市、南関町、長洲町

洪水浸水想定区域等を踏まえた避難情報標識等の設置検討、整備 荒尾市、菊池市

※赤字は令和４年度に新たに実施した取組 10



■各機関のこれまでの主な取組について

取組内容 関係機関名

広報誌に、防災コラムを掲載 玉名市

防災業務計画書の見直し（浸水想定区域図をもとに指定避難所見直し等） 玉名市

ケーブルテレビを利用した避難所情報等の提供 玉名市、長洲町

備蓄倉庫を備えた避難所として活用可能な防災拠点の整備 玉名市

テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービスを開始 山鹿市

マイハザードマップ作成支援
山鹿市、熊本市、熊本県、
菊池川河川事務所

避難所の開設状況や混み具合をスマートフォンなどで手軽に確認できるシステムを導入 山鹿市

スマートフォンを利用した防災・行政のアプリの開発 菊池市

他市町との災害応援協定の締結 菊池市

防災士養成講座の実施
菊池市、荒尾市、合志市、長洲町、
大津町

住民の適切な避難支援のためのマイ避難カードの作成 合志市

※赤字は令和４年度に新たに実施した取組
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■各機関のこれまでの主な取組について

取組内容 関係機関名

小中学校の防災出前講座、防災キャンプ等の実施
玉東町、山鹿市、菊池市、
玉名市、荒尾市、熊本県、
菊池川河川事務所

WEB版防災マップの構築 玉東町

町HPのサイトを、行政・観光・防災サイトに分けて表示 長洲町

災害時の救援・救助等の相互応援を目的に、相互応援に関する協定を締結 長洲町、玉名市、南関町

防災倉庫の整備、油圧ショベルやダンプ等の機材整備、重機操作研修等 長洲町

地域の防災リーダー育成の支援
長洲町、和水町 熊本県、
菊池川河川事務所

想定最大規模降雨の浸水想定区域を踏まえたハザードマップの更新
和水町、山鹿市、菊池市、熊本市
玉名市、荒尾市、南関町

避難所運営マニュアルの見直し 和水町

免震構造による災害に強い庁舎の建設 大津町

町管理河川状況を監視するためのカメラ設置 大津町

※赤字は令和４年度に新たに実施した取組
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■各機関のこれまでの主な取組について

取組内容 関係機関名

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成支援 熊本県

避難勧告の発令に着目したタイムラインの検討 熊本県

防災情報くまもとの運用開始 熊本県

ハザードマップシステムの運用開始 熊本県

「くまもとマイタイムライン」の専用Webサイトを開設 熊本県

要配慮者利用施設管理者向けの「避難訓練研修」をWeb開催 熊本県

想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域の検討 熊本県、菊池川河川事務所

想定最大規模の高潮による浸水区域の検討 熊本県

国土強靭化地域計画の策定 熊本県・自治体

「くまもと流域治水プロジェクト」のパンフレットを作成 熊本県、菊池川河川事務所

出水期前に県管理河川における出水時の情報伝達訓練を実施 熊本県、合志市

「大規模水害に関する広域避難計画作成モデル」の検討 熊本県

※赤字は令和４年度に新たに実施した取組
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■各機関のこれまでの主な取組について

取組内容 関係機関名

地域ごとに町の予報官を配置し、顔の見える関係を構築 熊本地方気象台

予防的避難など住民の自主避難につなげるため、熊本地方気象台からの
情報提供の充実

熊本地方気象台

大雨になる可能性がある場合に、県市町村に対する「大雨についての解説」を
実施

熊本地方気象台

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ 熊本地方気象台

気象アドバイザーによる地方公共団体のバックアップ 熊本地方気象台

気象台長から菊池川流域各市町長へのホットラインによる危機感共有 熊本地方気象台

自治体向け気象防災ワークショップの実施 熊本地方気象台

報道機関を対象とした気象連絡会の実施 熊本地方気象台

市町村大雨対応訓練への協力 熊本地方気象台

浸水想定ＶＲを作成 菊池川河川事務所

熊本県北地域広域ハザードマップの更新 全関係機関

菊池川流域タイムライン（案）の作成 全関係機関

河川防災ステーションの整備 菊池川河川事務所、玉名市

※赤字は令和４年度に新たに実施した取組
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